
1．はじめに

リフレクション（日本語では「内省的思考」あるい

は省察と呼ばれる）が学習支援研究の対象となって久

しい．学習支援システムの開発におけるリフレクショ

ンの歴史はまだ浅いが，学習（特に成人の学習）にお

いてリフレクションは長く議論されてきた．さまざま

な研究において多様に利用される概念であるので，本

稿においては，まずこの概念の整理から始めたい．今

回の議論は，リフレクションの研究を十二分に網羅し

たうえでの定義というよりは，筆者の関連する研究領

域に限ったうえでの議論であることをまずは断ってお

きたい．

1.1　成人教育におけるリフレクション

成人教育，あるいは社会実践学習においてリフレ

クションの概念が重要視されるようになったのは，

Schön の「反省的実践家（Reflective Practitioner）」の

研究（1）によるところが大きい．多様な専門家がどの

ように自らの熟達化を展開しているのかについて，事

例をもとに分析議論したものである．ここでリフレク

ションが議論されるとき，タイプは大きく二つに分か

れる：一つは reflection-in-action と呼ばれるもので，

実際に実践家が自らの実践の最中にその活動の生産性

を向上させることを目指して活動の分析と改善を試み

るものである．もう一つは，reflection-on-action と呼

ばれるもので，実践終了後に広く活動を振り返りなが

ら，次の実践でどのような改善が検討されるべきかに

ついて省察を繰り返すものである．Schön によれば，

反省的実践家は，こうした二つのリフレクションを意

識的かつ頻繁に行いながら自らの熟達化を促進してい

るという．

この二つのリフレクションは，必ずしも同じ内容を

違う時間軸（細かくあるいは大雑把に）で省察して

いるというだけの違いを示しているのではなく，実

践家が自らの熟達化を促進するための二つの異なる

層だと考えられている．Argyris & Schön は， この

二つの層における実践家の学習を single-loop learn-

ing と double-loop learning という概念で説明してい 

る（2）．single-loop learning では，reflection-in-action
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